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オープニングセッション（事前申し込み）

mecc会員事業者のプレゼンテーション（参加自由）

●申し込み　ファックスで、参加プログラム
名、氏名・住所・電話番号・年齢を明記の上、み
なと環境にやさしい事業者会議事務局へ。
FAX６８０６－９２８２

カフェならではの気軽さで、皆さんの来場をお待ちしています。

　みなと環境にやさしい事業者会議（mecc）は、「豊かな自然環境を守り、かけがえのない地球を次世代に引き継いでいくのは、私たちみんなの
責務」とうたい、区内の企業や団体、区が中心となって平成18（2006）年５月に設立されました。シンポジウムやセミナーをはじめ、打ち水大作戦、
クリーンアップ大作戦、エコバザー等の活動を実施しています。現在、会員数は72社。

問い合わせ 環境課地球環境係　☎内線2495

　区内の企業や団体が集まり環境への取り組みを発表する「企業と環境展 
2011」を開催します。最新の技術や環境保全活動を分かりやすく紹介します。
　今年のテーマは「『未来』を語ろう」。
　東日本大震災はこれからの社会を考える大きな契機になりました。エネル
ギー、食、暮らし、地球等さまざまなテーマで、わたしたちの未来を語りましょう。

19日（土）

20日（日）

20日（日）

meccスペシャルプログラム（参加自由）

環境に配慮した製品等を展示します。
参加企業：昭和電工（株）、横浜ゴム
（株）、森ビル（株）等

●meccエコロジカルエキシビション

カフェコーナー

●meccライブラリ
mecc会員企業が発行している「環境
報告書」や「CSR報告書」を展示。

午後１時30分～３時30分
「国際森林年記念トーク：企業の森はどこへ向かう？」
「企業の森づくり」の未来を話し合います。

午後４時～６時
「冬の省エネ大作戦～ウオームビズの新提案」
企業が挑む冬の省エネ。ウオームビズファッションの紹介も。

午後４時～６時
「自然がいっぱい～港区の生物多様性」
港区の豊かな自然を写真で紹介。

午後６時30分～８時30分
「meccライブ」
土曜の夜はバイオリンの生演奏でリラックス。　

18日（金）

18日（金）

19日（土）

19日（土）

と　き

わたしたちがつくりだす
を語ろう

11月17日（木）：六本木ヒルズ４９階アカデミーヒルズ「オーディトリアム」
１１月18日（金）～20日（日）：六本木ヒルズ２階「ヒルズカフェ」

ところ
主催：みなと環境にやさしい事業者会議（ｍｅｃｃ）

午前11時～午後１時
「東京ガスの環境活動」
東京ガス（株）
環境への取り組みを紹介します。

午後４時～６時
「アースデイダイアログ ～放射能と向き合う　未来の食卓の行方～」
（特）アースデイマネー・アソシエーション
お母さんお父さん、これからお母さんお父さんになる若者と一緒に食の
未来を考えます。

●定員　１５０人（申込順）　●費用　無料
●申し込み　メールまたはファックスで、氏名・所属・住所・電話番号・
メールアドレス（あれば）を明記の上、みなと環境にやさしい事業者会
議事務局へ。　E-mail：mecc@eco-plaza.net　FAX６８０６－９２８２

18日（金）

20日（日）

「復興のグランドデザイン―官の役割、民の役割」
岡本全勝さん　東日本大震災復興対策本部事務局次長

「分水嶺に立たされた日本」
末吉竹二郎さん　国際金融アナリスト

「森は海の恋人～森川海の連環から見える震災復興のかたち」
畠山重篤さん　気仙沼市の漁師、「森は海の恋人」運動提唱者

「東日本大震災以降における日本人の意識変化」
坂下素子さん　（株）マッキャンエリクソン 他

六本木ヒルズ49階アカデミーヒルズ「オーディトリアム」
午後１時15分～５時20分17日（木）

「未来」を語ろうテーマ

東日本大震災を受け、さま
ざまな分野の専門家に、そ
れぞれが思い描く未来に
ついてリレートーク形式で
語っていただきます。

「未来」を語ろう

ＣＳＲ：Corporate Social Responsibility
　　　＝企業の社会的責任

「六本木ヒルズのヒミツ探検ダイジェストツアー」森ビル（株）
六本木ヒルズにある、通常は非公開の屋上庭園や、巨大都市模型の見学ツアー。
●定員　15人（未成年者は保護者同伴）
●申し込み　森ビルホームページ（http://www.mori.co.jp/machiiku）から申し込みください。
※開催時間等詳しくは、森ビルホームページをご覧ください。　

19日（土）

こども環境ワークショップ（事前申し込み）
午前11時～午後１時

「ロディヨガ＆ハグモミ」
人気のおもちゃを使った親子向けのヨガとマッサージ
●対象　3歳以上の未就学児と保護者

午前10時～正午
「エコノザウルスと学ぼう、環境問題」（株）電通
生物の大切さを学び、絵を描いて発表します。
●対象　小学3・4年生

午後１時30分～３時30分
「リサイクル実験に挑戦」ベネッセサイエンス教室
ペットボトルを使った本格的な実験です。
●対象　小学生

午前11時～午後１時
「ロディヨガ＆ハグモミ」
人気のおもちゃを使った親子向けのヨガとマッサージ。
●対象　3歳以上の未就学児と保護者

午前10時～正午
「エコノザウルスと学ぼう、環境問題」（株）電通
生物の大切さを学び、絵を描いて発表します。
●対象　小学3・4年生

午後１時30分～３時30分
「リサイクル実験に挑戦」ベネッセサイエンス教室
ペットボトルを使った本格的な実験です。
●対象　小学生

「六本木ヒルズのヒミツ探検ダイジェストツアー」森ビル（株）
六本木ヒルズにある、通常は非公開の屋上庭園や、巨大都市模型の見学ツアー。
●定員　15人（未成年者は保護者同伴）
●申し込み　森ビルホームページ（http://www.mori.co.jp/machiiku）から申し込みください。
※開催時間等詳しくは、森ビルホームページをご覧ください。　
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区
内
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
芸
術
活
動
や
新
進
芸
術
家
を
支
援

す
る
た
め
、「
港
区
文
化
芸
術
振
興

を募集します

港区
文化芸術活動
助成事業

•●平成24年度●•

基
金
」を
活
用
し
た「
文
化
芸
術
活
動

助
成
事
業
」を
募
集
し
ま
す
。

対
象（
表
１
）の
と
お
り

　

平
成
24
年
度
中
に
区
内
で
行
わ
れ

る
文
化
芸
術
活
動
で
、
広
く
区
民
等

に
周
知
さ
れ
、
観
賞
と
参
加
の
機
会

を
提
供
す
る
も
の（
⑵
の
み
個
人
で

の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。
⑷
は
区

外
で
の
活
動
も
対
象
で
す
）。
申
請

事
業
は
１
団
体（
個
人
）に
つ
き
１
事

業
の
み
で
す
。

助
成
額
・
助
成
予
定
数　

助
成
対
象

経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
、
自
己
負

担
金
の
範
囲
内
か
つ
区
の
予
算
の
範

囲
内
と
し
ま
す
。
助
成
額
の
上
限
は

２
０
０
万
円
、
助
成
事
業
数
は
10
件

（
上
限
）の
予
定
で
す
。

募
集
要
項
・
申
請
書
の
配
布　

11
月

７
日（
月
）～
12
月
９
日（
金
）に
、
地

域
振
興
課（
区
役
所
３
階
）、
各
総
合

支
所
管
理
課
お
よ
び
区
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
ま
す
。
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

申
し
込
み　

募
集
要
項
を
必
ず
お
読

み
い
た
だ
き
、
所
定
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
明
記
の
上
、
関
係
書
類
等

を
添
え
て
郵
送
で
、
12
月
９
日（
金
・

消
印
有
効
）ま
で
に
地
域
振
興
課
文

化
協
働
推
進
係
へ（
持
参
そ
の
他
の

方
法
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

申
請
内
容
を
文
化
芸
術
活
動
助
成

審
査
会
で
審
査
し
、
助
成
事
業
を
決

定
し
ま
す
。
助
成
金
の
交
付
決
定
は

平
成
24
年
４
月
上
旬
、
助
成
金
交
付

は
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ
地
域
振
興
課
文
化
協
働
推
進
係

�
☎
内
線
２
３
４
３

　

港
区
に
は
全
国
的
に
有
名
な
食
品

会
社
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

会
社
で
製
造
さ
れ
る
食
品
の
製
造
工

程
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
工
場
内

で
の
衛
生
管
理
や
安
全
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き　

11
月
17
日（
木
）午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　

麻
布
区
民
セ
ン
タ
ー

定
員　

２
５
０
人（
会
場
先
着
順
）

※
保
育
あ
り（
希
望
す
る
人
は
電
話

で
、
生
活
衛
生
課
食
品
安
全
推
進

担
当
へ
）

問い合わせ
生
活
衛
生
課
食
品
安
全
推
進
担

当（
生
活
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
５
１
１
４
‐
３
０
０
９

　

近
年
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。

　

フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
の
増
加
、

少
年
に
よ
る
凶
悪
事
件
、
い
じ
め

問
題
、
児
童
虐
待
や
児
童
ポ
ル
ノ
等

の
、
子
ど
も
が
被
害
と
な
る
事
件
の

発
生
の
他
、
違
法
・
有
害
な
情
報
の

氾
濫
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
の
健

や
か
な
育
成
の
た
め
に
、
家
庭
や
学

校
、
企
業
、
地
域
等
、
社
会
全
体
で

の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
す
る
た
め

に
　

社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
活

躍
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
地
域
等
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
積
極
的
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
多
く
の
人
と
の
関
わ
り
に
よ
っ

て
、
協
調
性
や
主
体
性
を
育
ん
で
い

き
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
の
家
庭
で
の

し
つ
け
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」と
い

っ
た
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
つ
め

直
す
こ
と
や
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
を
増
や
す
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
悩
ん
だ
と
き
は
、
抱
え
込

ま
ず
に
地
域
の
相
談
機
関
や
身
近
な

人
に
悩
み
を
打
ち
明
け
て
み
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。

犯
罪
や
有
害
環
境
か
ら
守
る
た
め
に

　

安
全
の
確
保
の
た
め
の
防
犯
活

動
、
児
童
ポ
ル
ノ
被
害
の
防
止
、
青

少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な

利
用
の
た
め
の
啓
発
、
薬
物
乱
用
防

子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間
で
す

11
月
は

止
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
対

応
等
、
子
ど
も
・
若
者
が
被
害
者
と

な
ら
な
い
社
会
を
作
る
こ
と
が
大
人

の
大
切
な
役
割
で
す
。

育
て
よ
う
健
や
か
に　

支
え
よ
う
み

ん
な
で

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
の
育

ち
を
、
み
ん
な
で
大
切
に
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
皆
さ
ん
へ

自
分
を
、
そ
し
て
他
人
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う

　

将
来
を
考
え
自
分
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。
不
安
な
時
や
迷
い
・
悩
み

が
あ
る
時
は
、
周
り
の
大
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
人
を
傷
つ
け
る
と
、
自
分

も
傷
つ
き
ま
す
。
社
会
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
り
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ
子
ど
も
家
庭
課
青
少
年
育
成
担

当�

☎
内
線
２
４
３
５

　

港
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
明
る
い
選
挙
を
推
進
し
、
選
挙

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
、
明
る
い
選
挙
推
進
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
表
２
の
と
お
り
、
２

年
間
の
任
期
で「
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
協
議
委
員
」が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
推
進
委
員
と
と
も

に
、
投
票
参
加
の
呼
び
掛
け
や
、
不

正
の
な
い
明
る
い
選
挙
の
実
現
の
た

め
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�

☎
内
線
２
７
６
７

　

児
童
虐
待
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
命
に
関
わ
ら
な
く
て
も
、

虐
待
は
子
ど
も
の
毎
日
の
生
活
と
そ

の
後
の
人
生
に
深
く
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

区
で
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設

置
し
、
子
ど
も
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
が
連
携
し
て
、
児
童
虐
待
の

早
期
発
見
、
適
切
な
対
応
、
予
防
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

見
逃
さ
な
い
で
！
虐
待
の
サ
イ
ン

　

た
び
た
び
子
ど
も
の
泣
き
声
や
大

人
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
、
日
常

的
に
子
ど
も
の
衣
服
の
汚
れ
が
目
立

つ
、
小
さ
な
子
ど
も
だ
け
を
残
し
た

ま
ま
外
出
し
て
い
る
等
の
例
は
、
虐

待
が
疑
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
へ
帰

り
た
が
ら
な
い
、
表
情
が
乏
し
く
い

ら
い
ら
し
て
い
る
、
繰
り
返
し
嘘
を

つ
く
等
の
様
子
も
心
配
で
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
虐
待
か
も

　
「
虐
待
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
」と
い
う
子
ど
も
に
気
付
い
た

時
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、
対
応
し
ま

す
。
連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
虐
待
で
な
か
っ
た
場

合
で
も
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

子
育
て
の
不
安
を
一
人
で
抱
え
込
ま

な
い
で

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
は
誰
も
が

経
験
し
ま
す
。「
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子

ど
も
に
手
を
あ
げ
て
し
ま
う
」「
子
ど

も
と
ど
う
接
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」等
の
相
談
は
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

電
話
相
談
窓
口

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

虐
待
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�
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４
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２
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子
育
て
相
談（
月
・
水
・
金
・
土
曜

午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
火
・
木
曜

午
前
９
時
～
午
後
７
時
）

�

☎
３
４
３
２
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４
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※
開
所
時
間
以
外
、
緊
急
の
場
合
は

最
寄
り
の
警
察
ま
た
は
、
児
童
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
。

�

☎
３
２
０
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児
童
虐
待
防
止
推
進
イ
ベ
ン
ト（
駅

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

と
き　

11
月
16
日（
水
）午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

田
町
駅
前
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
・
芝
浦
口
歩
道

問い合わせ
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

�
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投票区 投 票 所 名 氏　　　名
1 虎ノ門いきいきプラザ 金子　勇一
2 南桜公園管理棟 神山　明
3 生涯学習センター 臼井　美智子
4 福祉プラザさくら川 露木　隆
5 エコプラザ 永井　久子
6 障害保健福祉センター 宮林　忠和
7 芝小学校 山田　良雄
8 港勤労福祉会館 日置　喜士

9 旧芝浦小学校
（芝浦三丁目用地） 岩藤　文彦

10 三田中学校 依田　多賀子
11 都立三田高等学校 岩間　賢二
12 豊岡いきいきプラザ 小野塚　洋子
13 御田小学校 内田　紀代美
14 三光小学校 高井　良彦
15 神応小学校 那須野　洋子
16 白金小学校 井口　洋子
17 高輪台小学校 熊谷　智香子
18 シティハイツ桂坂 谷田　真由美
19 国民生活センター 伊藤　加代子
20 港南小学校 稲森　景
21 六本木中学校 小河原　君江
22 麻布小学校 山田　巧
23 飯倉いきいきプラザ 齊藤　明子
24 南山小学校 齋藤　徳子
25 南麻布いきいきプラザ 松原　玉枝
26 本村小学校 西川　暎子
27 笄小学校 大澤　幸子
28 西麻布いきいきプラザ 南雲　博子
29 高陵中学校 高橋　善市
30 赤坂地区総合支所 塩谷　征子

31 赤坂子ども中高生
プラザ 有田　温子

32 赤坂小学校 西　勇治
33 赤坂図書館 林　芳津代
34 青山小学校 齊藤　正雄
35 青南小学校 木原　鮎子
36 青山児童館 幸　秋子
37 港陽中学校 永田　勝男
38 芝浦港南区民センタ－ 高畠　弘子
39 品川インターシティ 大野　誉司

40 芝浦アイランド
児童高齢者交流プラザ 八島　有香子

41 シティハイツ港南 南　かほる

表２  港区明るい選挙推進協議会協議委員（敬称略）

※任期は、10月1日から平成25年9月30日まで

明明明明明明明明
るるるるるるるる
いいいいいいいい
選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙
推推推推推推推推
進進進進進進進進
協協協協協協協協
議議議議議議議議
会会会会会会会会

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

協協協協協協協協
議議議議議議議議
委委委委委委委委
員員員員員員員員
でででででででで
すすすすすすすす

協
議
委
員
で
す

協
議
委
員
で
す

どうぞ
よろしく

第
14
回
食品衛生
消費者懇談会
食品の製造工程・
衛生管理および
安全確保の
取り組みについて

表１  文化芸術活動助成事業対象事業および対象者

事業区分 対象団体・対象者 事業内容

⑴地域文化創
造・発信事業

区内に事務所等の
活動拠点を置き、
区内で活動してい
る非営利団体

区民による地域に根ざした
文化芸術活動または、地域
の文化資源を活用した事業
で、文化芸術の創造・発信に
資する優れたもの

⑵文化芸術参
加・体験事業

区内で継続的に活
動している個人ま
たは団体

良質な文化芸術活動に参加
し、体験する機会を広く区
民に付与し、創造性や感性
を養うことのできる事業

⑶国際文化交
流事業

区内で継続的に活
動している非営利
団体

外国の文化・芸術を広く区
民に紹介し、国際文化交流
の推進に寄与する事業

⑷新進芸術家
育成事業

区内に事務所等の
活動拠点を置き、
区内で継続的に活
動している非営利
団体

企画力の高い公演、展示等
により、区内在住の次代を
担う新進芸術家の活動を広
く社会に広め、その育成に
資する事業
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情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

一
度
に
た
く
さ
ん
の
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
大
変
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
は
個
人
情
報
の
不
適

切
な
取
り
扱
い
に
端
を
発
し
た
事
故

が
多
発
す
る
等
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
対
す
る
人
々
の
不
安
も
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
個
人

情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
、
平
成
５

年
か
ら「
港
区
個
人
情
報
保
護
条
例
」

を
制
定
し
、
個
人
情
報
の
適
正
な
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

区
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の

概
要
と
平
成
22
年
度
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例

　
「
港
区
個
人
情
報
保
護
条
例
」は
、

区
の
実
施
機
関
が
保
有
す
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
で
、
個
人

情
報
を
保
護
し
、
基
本
的
人
権
の
擁

護
と
信
頼
さ
れ
る
区
政
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報

の
開
示
、
訂
正
、
削
除
等
を
請
求
す

る
区
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
を
保
障
し

て
い
ま
す
。

個
人
情
報

　

個
人
情
報
と
は
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
、
健
康
保
険
証
番
号
等
、

個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個

人
が
識
別
さ
れ
、
ま
た
は
識
別
さ
れ

得
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
収
集

　

区
が
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き

は
、
目
的
を
明
確
に
し
、
必
要
最
小

限
の
範
囲
で
、
本
人
か
ら
収
集
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
取
扱
業
務
の
登
録

　

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
業
務
の

目
的
や
対
象
と
な
る
個
人
の
範
囲
、

記
録
す
る
個
人
情
報
の
項
目
等
を
登

録
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
個
人
情
報
取
扱
業

務
は
、
区
全
体
で
６
４
６
件
で
し

た
。

個
人
情
報
の
利
用

　

個
人
情
報
取
扱
業
務
に
登
録
さ
れ

た
個
人
情
報
は
、
目
的
の
範
囲
を
超

え
て
他
の
業
務
に
利
用（
目
的
外
利

用
）し
た
り
、
区
以
外
の
機
関
に
提

個
人
情
報
保
護
制
度

港
区
の

供（
外
部
提
供
）す
る
こ
と
を
、
原
則

と
し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
場

合
や
法
令
等
に
定
め
が
あ
る
場
合
等

に
つ
い
て
は
、
目
的
外
利
用
や
外
部

提
供
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
己
情
報
の
開
示
等
請
求

　

区
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
本
人
が
開
示
等
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す（
図
）。
た
だ
し
、

開
示
等
を
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
法

令
等
に
定
め
の
あ
る
場
合
等
に
は
、

請
求
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

自
己
情
報
の
開
示
等
を
希
望
す
る

人
は
、
官
公
署
の
発
行
し
た
写
真
付

き
の
証
明
書（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
等
）を
お
持
ち
に
な
り
、
事

前
に
連
絡
の
上
、
自
己
情
報
を
所
管

す
る
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
示
に
関
す
る
手
数
料
は
無
料
で

す
が
、
写
し
の
交
付
に
は
コ
ピ
ー
代

（
Ａ
３
版
ま
で
１
枚
10
円
）が
か
か
り

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
開
示
の
請
求
が

33
件
あ
り
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
相
談
室

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
相
談

室（
区
役
所
８
階
区
政
情
報
課
）で

は
、
区
の
個
人
情
報
保
護
制
度
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
等
に
お
答
え
し
て

い
ま
す
。
自
己
情
報
の
開
示
等
請
求

の
方
法
や
、
開
示
等
を
希
望
す
る
自

己
情
報
を
所
管
す
る
課
が
不
明
な
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

個
人
情
報
保
護
法
に
関
す
る
こ
と

等
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
一
般
的
な
質
問
、
相
談
等
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
適
正
管
理

　

条
例
は
、
区
の
実
施
機
関
に
対

し
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
は

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
個
人
情
報

を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
と
と
も

に
、
職
員
に
対
し
、
職
務
上
知
り
得

た
個
人
情
報
を
み
だ
り
に
他
人
に
知

ら
せ
、
ま
た
は
不
当
な
目
的
に
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
不
適
正
な
取

り
扱
い
を
行
っ
た
職
員
等
に
対
し
て

は
、
懲
役
刑
を
含
む
罰
則
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
制
度
の
運
用
に
あ
た
る

職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
常
に
区
民
の

皆
さ
ん
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
よ

う
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
努
め

て
い
ま
す
。

問い合わせ
区
政
情
報
課
個
人
情
報
保
護
・

情
報
公
開
担
当

�

☎
内
線
２
０
８
２

図 自己情報開示請求の流れ

開示を希望する本人

自己情報開示等
請求書

存
否
応
答
拒
否

通　　知

身分証明書の提示

14日以内

受け付け　自己情報を所管する課

可否の決定

開
示

一
部
開
示

非
開
示

閲覧 写しの交付

開示を希望する本人

不　

存　

在

※請求を受理した日の翌日から起算して
14日以内に開示の可否等を決定し、通
知します（決定期限は延長することが
あります）。
※決定の内容に不服がある場合には、異
議申し立てをすることができます。

　

冬
に
か
け
て
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
季
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
暖
房
器
具
等
の

火
気
を
使
用
す
る
機
会
も
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の「
慣
れ
」

や「
油
断
」か
ら
、
火
災
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
、
防
火
の
重
要
性
を
十
分

に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
は
、
建
物
か
ら
出
火
し

た
火
災
の
約
60
％
と
、
高
い
状
況
で

す
。
そ
の
た
め
、
火
気
の
取
り
扱
い

や
管
理
等
に
気
を
付
け
、
住
宅
火
災

の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
そ
こ
で
、
次
の「
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
―

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―
」を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

　

期
間
中
、
区
内
消
防
署
で
各
種
訓

練
や
講
演
会
等
を
開
催
し
ま
す
。
積

極
的
に
参
加
し
て
、
防
火
・
防
災
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
行
動
力
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ
区
内
各
消
防
署�

☎
欄
外
参
照

防
災
課
防
災
係

�

☎
内
線
２
５
４
５

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

平
成
23
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

守
り
た
い

　

防
火
の
心
で

　
　

み
ん
な
の
笑
顔

屋
外
の
公
共
の
場
で
の
喫
煙
問
題

　

区
で
は
、
屋
外
の
公
共
の
場
所
に

お
け
る
環
境
美
化
と
受
動
喫
煙
の
防

止
を
推
進
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を

実
現
す
る
た
め
、「
み
な
と
タ
バ
コ

ル
ー
ル
」を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

路
上
・
歩
行
喫
煙
を
し
な
い
、
吸

い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
、
他
の

人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
大
人
と
し

て
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　

区
で
は
、
罰
則
で
は
な
く
、
タ
バ

コ
を
吸
う
人
が
こ
れ
ら
の
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
で
、
港
区
で
暮
ら
す
人
・

働
く
人
・
学
ぶ
人
等
、
全
て
の
人
が

快
適
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
実
現
し
ま

す
。

「
み
な
と
タ
バ
コ
ル
ー
ル
」と
は

　

区
内
全
域
の
道
路
・
公
園
な
ど
屋

外
の
公
共
の
場
所
で
の
受
動
喫
煙

防
止
と
環
境
美
化
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。

　

道
路
上
に
お
け
る
喫
煙
に
加
え
、

公
園
、
児
童
遊
園
等
一
般
の
人
が
自

由
に
通
行
、
出
入
り
で
き
る
屋
外
の

公
共
の
場
所
全
て
に
つ
い
て
ル
ー
ル

の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
の
内
容

⑴
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
に

配
慮
し
ま
す

⑵
指
定
喫
煙
場
所
以
外
で
の
喫
煙
を

し
ま
せ
ん

⑶
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を
し
ま
せ
ん

「
み
な
と
タ
バ
コ
ル
ー
ル
」の
活
動

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

区
内
の
駅
周
辺
等
に
お
い
て
、
区

民
・
事
業
者
と
連
携
し
、「
み
な
と

タ
バ
コ
ル
ー
ル
」に
つ
い
て
の
啓
発

と
環
境
美
化
を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

路
上
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ

　

駅
出
入
口
や
路
上
に「
み
な
と
タ

バ
コ
ル
ー
ル
」の
ポ
ス
タ
ー
、
路
面

シ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

巡
回
指
導
・
啓
発

　

区
内
各
地
区
に
お
い
て
、「
み
な

と
タ
バ
コ
ル
ー
ル
」の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
身
に
着
け
た
啓
発
員
が
、
路

上
・
歩
行
喫
煙
者
へ
の
指
導
・
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、「
み
な
と
タ
バ

コ
ル
ー
ル
」の
普
及
を
図
る
た
め
の

巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
み
な
と
タ
バ
コ
ル
ー
ル
」へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問い合わせ
環
境
課
環
境
指
導
係

�

☎
内
線
２
４
８
６

各
総
合
支
所
協
働
推
進
課
協
働

推
進
係�

☎
欄
外
参
照

みなとタバコルールに
ご協力ください
吸わない人の健康を考えます。
決められた場所以外では
吸いません、捨てません。

清
掃
車
は
、
ご
み
を
圧
縮
し
て
運
ん

で
い
ま
す

⑴
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
・
ラ
イ
タ
ー
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い

る
と
、
圧
縮
し
た
際
に
ガ
ス
が
漏

れ
、
引
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
等
の
出
し
方

　

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
・
ラ
イ
タ
ー
は
、
中
身
を
使
い
切

っ
て
か
ら
、
他
の
不
燃
ご
み
と
は
別

の
袋
に
入
れ
て
、
必
ず「
キ
ケ
ン
」と

書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
プ
レ
ー
缶
に
穴
を
開
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
身
を
使
い
切

れ
な
い
場
合
は
、
み
な
と
清
掃
事

務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑵
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等

に
使
用
さ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ

ッ
テ
リ
ー
を
圧
縮
す
る
と
、
激
し
い

発
煙
、
発
火
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
の
廃

棄
方
法

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
等

の
充
電
式
二
次
電
池
は
ご
み
と
し
て

出
せ
ま
せ
ん
。
近
く
の
販
売
店
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
み
な
と
清
掃
事
務
所
作
業
係

�

☎
３
４
５
０
‐
８
０
２
５

清
掃
車
の

火
災
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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成
人
の
歯
を
失
う
原
因
の
多
く
は

歯
周
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
の
初
期
は
気
が
付
き
に
く

く
、
重
症
に
な
れ
ば
歯
を
支
え
て
い

る
骨
が
溶
け
、
支
え
き
れ
ず
に
抜
け

て
し
ま
い
ま
す
。
一
本
で
も
歯
が
抜

け
て
し
ま
う
と
食
生
活
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
。

　

生
涯
、
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
味

わ
い
、
元
気
で
豊
か
に
生
活
し
て
い

く
た
め
に
も「
お
口
の
健
診
」を
受

け
、
早
期
か
ら
自
分
に
合
っ
た
予
防

方
法
を
知
り
、
健
康
管
理
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

　

区
の「
お
口
の
健
診
」は
、
年
２
回

（
前
期
１
回
は
終
了
・
後
期
１
回
）無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
期
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

で
も
、
後
期
健
診
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象

　

20
歳
以
上
の
区
民（
平
成
４
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）で
、

初
め
て
受
診
す
る
場
合
は
現
在
治
療

中
で
な
い
人

　

ま
た
、
60
歳
以
上（
昭
和
27
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）で
寝

た
き
り
や
歩
行
が
著
し
く
困
難
な
人

は
、
訪
問
で
健
診
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

と
こ
ろ

　
「
実
施
歯
科
医
療
機
関
名
簿
」（
受

診
券
に
同
封
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る

歯
科
医
療
機
関

健
診
内
容

　

問
診
・
歯
の
診
査
・
だ
液
の
検

査
・
噛か

む
機
能（
ガ
ム
）の
検
査
・
舌

の
汚
れ
の
検
査
・
結
果
の
説
明
・
お

口
か
ら
の
健
康
指
導

申
し
込
み

　

受
診
の
際
に
は
受
診
券
が
必
要
で

す
。
20
・
25
・
30
～
50
・
60
・
70
歳

お
よ
び
平
成
20
～
22
年
度
に
受
診
し

た
人
に
は
、
５
月
に
受
診
券
を
個
別

発
送
し
て
い
ま
す（
前
期
健
診
で
使

用
し
た
受
診
券
は
、
後
期
健
診
で
も

使
用
で
き
ま
す
）。

　

受
診
券
が
な
い
人
は
、　

電
話
ま

た
は
は
が
き
で
、
は
が
き
に
は
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
107
‐
0052
港

区
赤
坂
４
‐
１
‐
26　

健
康
推
進
課

地
域
保
健
係（
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）へ
。

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

https://w
w
w
.e-tetsuzuki99.

com
/tokyo/

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

特集

母
健
子

保

11
月
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ（
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
）の
対
策
強
化
月
間
で
す

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
、
そ
れ
ま
で
元
気

だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
事
故
や
窒
息
で

は
な
く
睡
眠
中
に
突
然
死
亡
す
る
病

気
で
す
。
生
後
２
～
６
カ
月
に
多

く
、
ま
れ
に
１
歳
以
上
で
も
発
症
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た

め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

原
因
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
Ｓ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
で
す
が
、
次
の
３
つ
を
守
る
こ

と
で
発
症
の
可
能
性
を
小
さ
く
で
き

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

⑴
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

う
つ
ぶ
せ
寝
は
、
あ
お
む
け
寝
に

比
べ
て
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が
高
い

と
い
う
研
究
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

医
学
上
の
理
由
で
必
要
な
と
き
以
外

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
顔
が
見
え
る
あ
お

む
け
に
寝
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

⑵
た
ば
こ
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

妊
婦
自
身
が
喫
煙
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
妊
婦
や
乳
児
の
そ
ば
で
の

喫
煙
も
避
け
る
よ
う
身
近
な
人
の
協

力
が
必
要
で
す
。

⑶
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ

う
　

母
乳
の
出
方
に
は
個
人
差
が
あ

り
、
母
乳
で
育
て
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
人
工
栄
養
で
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
抱

っ
こ
し
て
ミ
ル
ク
を
あ
げ
ま
し
ょ

う
。母

子
保
健
事
業
の
ご
案
内

　

子
育
て
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問（
全
戸

訪
問
）

　

生
後
１
２
０
日
以
内
の
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
全
て
の
家
庭
に
訪
問
し
ま

す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計
測
、
授
乳
や

ス
キ
ン
ケ
ア
、
き
ょ
う
だ
い
へ
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
の
相
談
の
他
、
予

防
接
種
や
こ
れ
か
ら
利
用
で
き
る
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
紹
介
し
ま

す
。
お
母
さ
ん
自
身
の
体
調
や
育
児

不
安
に
つ
い
て
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

母
子
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
し
て

い
る「
出
生
通
知
書
」を
返
信
し
て
く

だ
さ
い
。「
全
戸
訪
問
」事
業
の
た

め
、
区
よ
り
、
電
話
や
直
接
訪
問
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
里
帰
り
先
、
里
帰
り
後
の
訪
問
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
米
マ
マ
健
康
相
談（
予
約
制
）

　

産
後
１
年
未
満
の
人
に
、
委
託
助

産
師
が
訪
問
し
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

う
さ
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ（
予
約
制
）

　

生
後
２
～
３
カ
月
の
第
１
子
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
の
集
い
で
す
。

グ
ル
ー
プ
・
お
母
さ
ん
の
時
間（
予

約
制
）

　

子
育
て
や
家
庭
内
で
の
心
配
事
、

親
同
士
の
人
間
関
係
等
、
日
頃
の
つ

ら
い
気
持
ち
を
、
グ
ル
ー
プ
で
分
か

ち
合
い
共
感
し
ま
す（
保
育
あ
り
）。

母
子
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談（
予
約

制
）

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
の
女
性

の
、
育
児
不
安
や
心
の
問
題
に
専
門

の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す（
保
育

あ
り
）。

す
く
す
く
育
児
相
談（
予
約
不
要
）

　

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
育
児

相
談
事
業
で
す
。

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種

　

健
診
は
、
３
・
４
カ
月
、
６
・
７

カ
月
、９
・
10
カ
月
、
１
歳
６
カ
月
、

３
歳
の
時
に
あ
り
ま
す
。
健
診
や
予

防
接
種
は
、
実
施
時
期
に
個
別
通
知

で
ご
案
内
し
ま
す
。

４
カ
月
児
育
児
相
談

　

身
長
・
体
重
計
測
、
ミ
ニ
講
座
、

発
育
・
発
達
・
離
乳
食
の
悩
み
、
お

母
さ
ん
自
身
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

バ
ー
ス
デ
イ
歯
科
健
診（
予
約
不
要
）

　

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象

で
す
。

す
こ
や
か
ち
ゃ
ん
フ
ッ
素
塗
布

　

今
年
度
中
に
４
・
５
・
６
歳
に
な

る
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

ふ
た
ご
の
会（
予
約
制
）

な
か
よ
し
会（
ダ
ウ
ン
症
児
と
親
の

集
い
）（
予
約
制
）

　

詳
し
く
は
、
健

康
推
進
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

携
帯
サ
イ
ト「
み

な
と
健
康
Ｃ
Ａ
Ｎ

（
か
ん
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.m

inato.tokyo.
jp/kenko21/index.htm
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「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」内
の
一
時
保
育

や
区
が
実
施
す
る
事
業
の
際
に
、
一

時
保
育
者
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の

知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
、
専
門
性

の
高
い
講
座
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
育
て
後
の
社
会

参
加
を
求
め
て
い
る
女
性
や
定
年
後

の
男
女
の
皆
さ
ん
の
社
会
参
加
支
援

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
全
講
座
を

修
了
し
、
支
援
者
と
し
て
の
認
定
を

受
け
た
人
に
対
し
て
は
、
有
償
活
動

の
紹
介
お
よ
び
認
定
後
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
等
の
支
援
体
制
が
あ
り
ま
す
。

　

本
講
座
は
平
成
16
年
か
ら
開
始

し
、
今
回
で
第
11
期
目
。
既
に
約
３

２
９
人
が
認
定
を
受
け
、
港
区
の
子

育
て
・
家
族
支
援
活
動
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
や
職
場
で
の
経
験

を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

認
定
は（
特
）あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
認
定
す
る
民
間
資
格
で
す

３
級　
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」や
区
の
実

施
す
る
事
業
等
で
、
保
育
士
等
と
共

に
子
育
て
・
家
族
支
援
者
と
し
て
活

動
す
る
人
材
の
養
成

２
級　

自
宅
や
希
望
家
庭
等
で
、
一

時
保
育
が
で
き
る
人
材
の
養
成

募
集
内
容

　

３
級
の
講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま

す（
２
級
は
平
成
24
年
５
月
に
実
施

予
定
で
す
）。

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

で
認
定
後
、
区
内
で
地
域
の
子
育

て
・
家
族
支
援
者
と
し
て
活
動
で
き

る
20
歳
以
上
の
人

定
員　

45
人（
申
込
順
）

期
間　

平
成
24
年
１
月
20
日
～
３

月
23
日（
講
義
は
週
１
回
、
原
則
金

曜
）。

※
実
習
は
金
曜
以
外

費
用　

１
万
２
０
０
０
円（
保
険
料

含
む
）

※
認
定
に
は
別
途
費
用（
２
０
０
０

円
）が
必
要
で
す
。

予
定
講
師　

　

大
日
向
雅
美（「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」

施
設
長
：
発
達
心
理
学
）／
新
澤
誠
治

（
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代

表
理
事
：
保
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）／

遠
山
洋
一（
バ
オ
バ
ブ
保
育
園
ち
い

さ
な
家
園
長
：
乳
幼
児
保
育
ほ
か
）／

榊
原
洋
一（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教

授
：
小
児
医
学
）／
小
西
行
郎（
同
志

社
大
学
教
授
：
脳
科
学
）／
汐
見
稔
幸

（
白
梅
学
園
大
学
学
長
：
教
育
学
）他

※
敬
称
略

そ
の
他

　

保
育
士
資
格
試
験
受
験
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、12
月
16
日（
金
・
必
着
）ま
で
に
、

〒
107
‐
0062
港
区
南
青
山
２
‐
25
‐
１

子
育
て
ひ
ろ
ば「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」

へ
。�

ＦＡＸ
５
７
８
６
‐
３
２
５
６

※
申
し
込
み
用
紙
は
、「
あ
い
・
ぽ

ー
と
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ai-port.jp/

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問い合わせ
子
育
て
ひ
ろ
ば「
あ
い
・
ぽ
ー

と
」（
月
～
土
曜
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

�

☎
５
７
８
６
‐
３
２
５
０

�

ＦＡＸ
５
７
８
６
‐
３
２
５
６

ケーブルテレビ

ＣＴＴマスコットチャンネルＣＴＴマスコットチャンネル

（デジタル11ＣＨ）
番組ガイド番組ガイド

（デジタル11ＣＨ）

港区
広報

1011

　問い合わせ　
○ケーブルテレビ視聴について／JCNみなと新宿
 ☎0120－037109（午前9時～午後5時30分）
○番組内容について／区長室広報係 ☎内線2036

番組名・放送時間 内　容

港区広報トピックス
※毎月1・11・21日更新

＜区内のできごと＞
＜港区からのお知らせ＞　
  1日更新： 教育委員会「南山・本村幼

稚園について」
11日更新： 生活衛生課「冬場の食中毒

予防について」
21日更新： 高齢者支援課「ひとり暮ら

し高齢者施策について」
午前 10時
午後  1時・3時・5時30分・9時

港区地域情報番組
みなとクイックジャーナル（20分
番組）バイリンガル（英語）放送
※毎月1日更新

ベイエリア芝浦、港南、台場リレー散
策（芝浦港南地区総合支所）
＜みなとインフォメーション（手話
放送）＞
　「高齢者のインフルエンザ予防接
種について」

午前 10時30分
午後  1時30分・3時30分・6時・

　9時30分

問い合わせ
健
康
推
進
課
地
域
保
健
係（
保

健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
３
４
５
５
‐
４
７
７
２

問い合わせ
健
康
推
進
課
地
域
保
健
係（
保

健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
３
４
５
５
‐
４
７
７
２

○
予
防
接
種
に
つ
い
て

保
健
予
防
課
保
健
予
防
係（
保

健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
３
４
５
５
‐
４
７
７
０

後
期
健
診
が
始
ま
り
ま
す

「
お
口
の
健
診
」

11
月
１
日
㈫
〜
平
成
24
年
１
月
31
日
㈫

あ
な
た
の
力
を
地
域
の
子
育
て
に

受講者
募集

「
子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成
講
座
３
級
」

子
育
て
ひ
ろ
ば「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
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費用　500円（材料費2回分）
渥電話で、白金台いきいきプラザ
へ。（月～土曜午前9時～午後9時30分
※日曜は午後5時まで）�☎3440－4627

企業間連携　交流会・分科会

悪区内中小企業者等
葦・握

回 とき 分科会テーマ

1 11月7日（月） 連携に向けての自社
アピール

2 11月17日（木） 連携に向けての課題
整理

3 12月2日（金） 連携に向けての提案
書作成

4 12月12日（月）連携提案書報告会

いずれも午後6時30分～8時30分（全
ての回にご参加ください）
梓港勤労福祉会館
芦 30人（申込順）
渥産業振興課ホームページ
http：//www.minato-ala.net
から申し込みください。
鯵産業振興課産業振興係
� ☎内線2551

大江戸歴史探訪～港区の大名屋
敷の変遷～

悪 60歳以上で2日間参加できる区民
葦・梓①11月20日（日）午後1時30分
～3時　白金いきいきプラザ②12月3
日（土）午後1時現地集合、3時現地解
散
握幕末事件簿　島津屋敷の動乱①
講演②現地探訪（島津家上屋敷・蔵
屋敷跡・その他大名屋敷跡等）
芦 40人（応募者多数の場合は抽選）
渥往復はがきに、住所・氏名・電
話番号・年齢・生年月日・利用証の
有無を明記の上、11月1日（火）～10
日（木・消印有効）に、〒108－0072
港区白金3－10－12　白金いきいき
プラザへ。　　　　　�☎3441－3680

第4回港区連続歴史講座「将軍
家と増上寺」

葦 12月10日（土）午後1時～2時30分
梓増上寺（芝公園4－7－35）
芦 250人（応募者多数の場合は抽選）
渥電話で、11月2日（水）～30日（水）
に、みなとコール（午前9時～午後5
時受け付け）へ。　　　�☎5472－3710
※産業振興課ホームページ
http：//www.minato-ala.net
からも申し込みできます。
旭産業振興課産業振興係

介護予防事業（二次予防事業）

悪高齢者相談センターで基本チェ
ックリスト（介護予防に関する質問
日に回答し、必要性が見つかった65
歳以上の区民（要介護認定を受けて
いる人および医師等から運動を止め
られている人を除く）
芦事業、会場により異なります。
葦・梓・握　
①筋力向上トレーニング　12月1日
（木）～平成24年3月5日（月）三田いき
いきプラザ、12月22日（木）～平成24
年3月29日（木）港南いきいきプラザ
②転倒予防教室　12月2日（金）～平
成24年3月30日（金）虎ノ門いきいき
プラザ、12月2日（金）～平成24年3月
23日（金）青南いきいきプラザ、12月
2日（金）～平成24年3月23日（金）港南
いきいきプラザ
③らくらくトレーニング　12月1日
（木）～平成24年3月22日（木）芝公園

福祉会館
④みんなと介護予防講座（口

こう

腔
く う

機能
向上・栄養改善）　12月2日（金）～平
成24年3月2日（金）南麻布いきいきプ
ラザ　12月13日（火）～平成24年3月6
日（火）芝浦アイランド児童高齢者交
流プラザ
⑤水中トレーニング　12月6日（火）
～平成24年1月31日（火）港南いきい
きプラザ
※定員に余裕がある場合、開催中の
事業への途中参加を受け付けます。
渥電話で、各高齢者相談センター
へ。� ☎欄外参照

障害者への理解を深める研修

悪障害児の介護に携わっている区
民または区内で障害者のヘルパーや
ボランティアとして活躍している人
葦 11月28日（月）午後1時30分～5時
30分
梓西麻布作業所（西麻布3－19－16）
芦 30人（申込順） 
渥電話またはファックスで西麻布
作業所へ。
� ☎3408－1545　FAX3408－1550
鯵障害者福祉課障害者支援係
�☎内線2460・2673　FAX3578－2678

浜松町・汐留の名所を巡るまち
歩きツアー

芝地区区民参画会議「芝会議・ま
ちの魅力発掘部会」によるまち歩き
ツアー参加者を募集します。
悪 18歳以上の区内在住・在勤・在
学者で芝地区に興味がある人
葦 11月19日（土）午前10時～午後0時
30分頃※午前9時40分区役所1階ロビ
ー集合
芦 30人（申込順）
渥電話で、11月11日（金）までに、
芝地区総合支所協働推進課地区政策
担当へ。　　　　　　�☎3578－3192

芝地区いきいき健康フェスタ

　いきいきと暮らせるように健康な
体づくりをしましょう。
悪 60歳以上の区民
葦 11月11日（金）午後1時30分～3時
30分
梓三田いきいきプラザ
握医師による講話、ノルディック
ウオーキング体験や栄養講座等
渥当日直接会場へ。
鯵三田いきいきプラザ
� ☎3452－9421

白金台　秋コンサート

葦 11月13日（日）午後2時～3時
梓白金台いきいきプラザ
曲目　ユーフォニアム・チューバア
ンサンブル「サウンドオブミュージ
ック」「上を向いて歩こう」他
渥当日直接会場へ。
鯵白金台いきいきプラザ（月～土曜
午前9時～午後9時30分※日曜は午後
5時まで）　� ☎3440－4627

携帯電話のモバイルサイトを使
った参加型港区「てくてく散歩」

港区「てくてく散歩」モバイルサイ
トにアクセスして、お江ゆかりの地
を散歩しましょう。詳しくは、産業
振興課ホームページ

http：//www.minato-ala.net
をご覧ください。
葦 12月11日（日）まで
鯵産業振興課産業振興係
� ☎内線2554

はり・マッサージサービス

悪 65歳以上の区民
葦 12月6・7日（火・水）
梓三田いきいきプラザ
芦 60人（申込順）
費用　1000円
渥電話で、11月1日（火）～10日（木）
午前9時～午後5時に、三田いきいき
プラザへ。　　　� ☎3452－9421

子育てひろば「あい・ぽーと」
クリスマスコンサート

悪未就学児の親子
葦 12月17日（土）午後2時～2時45分
梓子育てひろば「あい・ぽーと」
芦 150人（申込順）
費用　区内300円　区外500円
窓口申し込み（優先）　直接、11月1
日（火）午前10時から、子育てひろば
「あい・ぽーと」へ。
電話申し込み　電話で、12月1日（木）
午前10時から、子育てひろば「あい・
ぽーと」へ。� ☎5786－3250

ひとり親家庭レクリエーション
～親子で一日リフレッシュ～

悪区内在住のひとり親家庭の親子
※18歳以下の子ども、家族のみ
葦 11月23日（水・祝）午前7時30分 
港区役所集合※雨天決行
梓みかん狩り＆鴨川シーワールド
（千葉県）
芦 100人（応募者多数の場合は抽選）
費用　1世帯700円（昼食代・傷害保
険料等を含む）
渥往復はがきに「ひとり親家庭レク
リエーション希望」・住所・氏名（ふ
りがな）・参加者全員の年齢・連絡
先電話番号を明記の上、11月10日
（木・必着）までに、〒108－0023港
区芝浦4－4－27－418　母子福祉会
岡村俊子宛へ。� ☎・FAX3453－1267
鯵子ども家庭課家庭相談センター
 � ☎内線2436

家具のリサイクル展

家庭で不用になった良質な木製家
具を引き取って展示し、希望者に抽
選の上、無料（配送料は自己負担）で
差し上げます。
葦 11月11日（金）～12月3日（土）午前
9時30分～午後4時30分（日曜は休館）
抽選　12月5日（月）午後1時30分
梓港資源化センター（品川駅港南口
（東口）から品99品川埠頭循環「品川
埠頭」下車徒歩1分）※駐車場があり
ませんので、公共の交通機関をご利
用ください。
鯵港区家具のリサイクル展事務室
　　　　　　　　　　�☎3472－8186
清掃リサイクル課ごみ減量推進係
　� ☎3450－8273

あきる野環境学習

「みなと区民の森」で植樹、クラフ
トの体験をします。
悪区民（初めての人優先）
葦 11月26日（土）午前8時20分港区役
所集合、往復バスで移動
梓みなと区民の森（あきる野市）
芦 25人（抽選）

渥電話で、11月4日（金）～11日（金）
に、みなとコール（午前9時～午後5
時受け付け）へ。　　　�☎5472－3710
旭環境課地球環境係

16ミリフイルム映画会「ぼくは
SLをみた」

葦 11月5日（土）午後2時～2時50分
（午後1時30分開場）  
梓赤坂図書館
芦 30人（会場先着順）
鯵赤坂図書館� ☎3408－5090

スポーカルまつりIN TAKA 
MATSU

葦 11月12日（土）
梓高松中学校
握

ところ 時間・種目

校庭

午前9時30分～11時30分　
　グラウンドゴルフ
正午～午後2時　
　ノルディックウオーキング
午後2時～4時
　キッズサッカー

体育館
午前9時30分～11時30分　
　キッズテニス
正午～午後4時　
　ドッヂビーの集い

格技室
午前10時～正午
　スポーツ吹き矢
午後1時～3時
　太極拳

ピロティ 正午～午後2時
　フラワーアレンジメント

※体育館、格技室は室内履きが必要
費用　無料（傷害保険は主催者が加
入します）※フラワーアレンジメン
トは材料費300円（18歳未満は無料）
渥当日直接会場へ。
鯵生涯学習推進課スポーツ振興係
� ☎内線2753

麻布図書サービスセンター「か
たりべの会」

日本の昔話と民話語りです。
葦 11月9日（水）午後2時30分～3時30
分
梓麻布図書サービスセンター
渥当日直接会場へ。
鯵麻布図書サービスセンター
　� ☎3456－3225

東京ベイ・クリーンアップ大作
戦（泳げる海をめざして）

　海浜の清掃、海洋生物の調査や水
生生物観察会を行います。
葦 11月12日（土）午前10時（午前9時
30分受付）※荒天中止
梓お台場海浜公園浜辺
渥当日直接会場へ。
鯵 Kissポート財団事業課
� ☎5770－6837

小諸エコビレッジ「蕎麦打ちと
蕎麦ちょこ作り体験」

悪区内在住・在勤・在学者
葦 11月13日（日）午前11時30分～午
後4時30分
梓小諸エコビレッジ（長野県小諸市
字北竹原4717）
握蕎麦作り、蕎麦ちょこ絵付け、
菱野温泉入浴等
芦 20人（申込順）
費用　3000円（入浴料含む）※小学生
以下は無料
渥電話で、小諸エコビレッジイベ
ント専用電話へ。�☎090－4718－9894
鯵企画課用地活用担当� ☎内線2503

◆各高齢者相談センター◆　芝地区（芝）☎5232－0840　麻布地区（南麻布）☎3453－8032　赤坂地区（北青山）☎5410－3415　高輪地区（白金の森）☎3449－9669　
芝浦港南地区（港南の郷）☎3450－5905

5ページへつづく
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☎3578–21117

11月の乳幼児健診・育児相談

悪 4カ月育児相談（平成23年7月生ま
れの人）1歳6カ月児健康診査（平成22
年4月生まれの人）3歳児健康診査（平
成20年10月生まれの人）
渥該当者には通知しています。届
かない人は、お問い合わせくださ
い。※転入した人、健診がお済みで
ない人は、ご相談ください。
鯵健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）　　　�☎3455－4772

はじめての離乳食教室（予約制）

　離乳食のはじめ方（お話・調理実
演）と赤ちゃんの歯の話をします。
悪区民で、平成23年6月生まれの赤
ちゃんのいる保護者
葦 11月16日（水）午後1時30分～2時
40分
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦 45組（申込順）
持ち物　筆記用具、バスタオル、そ
の他赤ちゃんに必要なもの
渥電話で、11月5日（土）から、みな
とコール（午前9時～午後5時受け付
け）へ。　　　　　　� ☎5472－3710
旭健康推進課健康づくり係（保健サ
ービスセンター）

グループ・お母さんの時間（予
約制）

子育てや家庭内での心配ごと等、
日頃のつらい気持ちを、話し合いを
通して分かち合い、共有します。
悪区民で、育児中の母親
葦 11月17日（木）午後1時30分～3時
※保育あり（申し込み時にお申し出
ください）
梓保健サービスセンター（赤坂）
渥電話で、健康推進課地域保健係
（保健サービスセンター）へ。
� ☎3455－4772

講演会「子どもがかかりやすい
感染症と対応方法」（予約制）

悪区民で、乳幼児の保護者
葦 11月29日（火）午前10時～正午
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦 30人（申込順）※保育あり（0歳～
未就学児、20人）
渥電話で、11月2日（水）から、みな
とコール（午前9時～午後5時受け付
け）へ。　　� ☎5472－3710

※予約のない参加や保育、講演会場
への子どもの入室はできません。
旭健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）

★両親学級（予約制）

主にパパになる人に体験していた
だく実習と講義を実施します。
悪区民で、妊娠20週以降の妊婦と
そのパートナー（1人でも参加可）
葦 12月10・17日（土）午後1時15分～
4時（いずれかに申し込み）
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦 30組（抽選）
持ち物　母子健康手帳、筆記用具

★うさちゃんくらぶ参加者募集

初めての赤ちゃんと保護者の交流
会です。
悪区民で、平成23年9月生まれの第
1子と保護者
葦 12月7・21日（水・全2回）午前10
時～11時30分
梓保健サービスセンター三田分室
（三田3－13－16三田43MTビル1階）
芦 50組（抽選）
持ち物　バスタオル・その他赤ちゃ
んに必要なもの

★印の申し込み
電話で、11月1日（火）～10日（木）
に、みなとコール（午前9時～午後5
時受け付け）へ。� ☎5472－3710
※抽選結果は11月中旬発送予定
旭健康推進課地域保健係（保健サ
ービスセンター）

港区健康づくりサポーターが行
う「糖尿病フェスティバル」

無料で血糖検査や血圧測定、医師
等による健康相談を実施します。
悪区内在住・在勤・在学者
葦 11月11日（金）午前9時30分～午後
0時30分
梓白金タワー1階（白金1－17－1）
渥当日直接会場へ。
主催　北里研究所病院糖尿病センタ
ー
鯵健康推進課健康づくり係（保健サ
ービスセンター）　　�☎3455－4928

ぜん息教室「いつもの咳、痰
た ん

、大
丈夫？探ってみよう！ぜん息と
COPD（慢性閉塞性肺疾患）」

悪ぜん息患者とその家族、希望者
葦 11月18日（金）午後6時～8時　11
月20日（日）午後1時30分～3時30分

（いずれも同内容）
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦各45人（申込順）
渥電話で、11月15日（火）までに、
保健予防課公害補償担当（保健サー
ビスセンター）へ。　　☎3455－4773

30（さんまる）健診

30代対象の生活習慣病予防健康診
査です。血圧測定や尿・血液検査等
を行い、約1カ月後に医師の結果説
明と保健栄養相談、骨粗しょう症検
診（未受診の女性対象）があります。
悪 30歳以上39歳以下の区民で、12
月に生まれた人（昭和47年12月～昭
和56年12月生まれの人） ※勤務先等
で受診できる人はご遠慮ください。
葦 12月14・21日（水）午前8時45分～
10時30分受け付け※保育あり（尿・
血液・胸部Ｘ線検査時にお預かりし
ます）
結果説明日　平成24年1月11・25日
（水）午後1時～2時受け付け
梓保健サービスセンター（赤坂）
芦各日70人（申込順）
渥電話で、11月1日（火）～28日（月）
に、健康推進課健康づくり係（保健
サービスセンター）へ。�☎3455－4928
※8～11月誕生月で該当月に受診で
きなかった人は、11月11日（金）午前
9時から電話でお問い合わせくださ
い。空きがあればご案内します。

健康診査、各種がん検診を忘れ
ず受診しましょう

　区の健康診査、各種がん検診は、
11月30日（水）で終了します。まだ受
けていない人は、早めに区内指定
医療機関へ予約し受診しましょう。
「受診券」「健診のご案内」は6月下旬
に40歳以上の人に自動発送していま
す。20～39歳の女性で受診券を希望
の人はお申し込みください。
渥健康推進課健康づくり係（保健サ
ービスセンター）� ☎3455－4928

ベルフォン＆唱歌教室

悪おおむね60歳以上の区内在住者
葦 11月14日～平成24年3月26日（第
2・4月曜、全10回）午前10時～11時
30分
梓青南いきいきプラザ
芦 15人（申込順）
費用　5000円

渥直接、青南・青山・赤坂の各い
きいきプラザへ。
鯵青南いきいきプラザ
� ☎3423－4920

手軽にできるボランティア講座
～ボランティアの基礎知識や活
動・体験談等～

悪 50歳以上の区民
葦 11月25日（金）午後1時30分～3時
梓飯倉いきいきプラザ
芦 20人（申込順）
渥直接または電話で、飯倉いきい
きプラザへ。� ☎3583－6366

パソコン教室

初心者と初中級者のコースです。
悪 50歳以上の区民
葦 12月～平成24年1月（初心者土曜、
初中級者火曜・各コース全8回）午後
7時～8時30分
梓本村いきいきプラザ
芦各14人（申込順）
費用　2000円（テキスト代）
渥直接または電話で、本村いきい
きプラザへ。� ☎3444－3656

子育てママのほっとひといき講
座

悪次の条件を全て満たす人①区民
で、平成23年6～9月生まれの第1子
の赤ちゃんとその保護者②全4回参
加できる人③講座終了後、自主グル
ープ活動ができる人
葦 12月1・15日、平成24年1月5・19
日（木･全4回）午後1時30分～3時
梓明治学院大学社会学部付属研究
所（白金台1－2－37）
芦 12組
渥往復はがき往信面に①「子育てマ
マのほっとひといき講座」参加希望
②氏名･生年月日（母親と赤ちゃん）
③住所④電話番号⑤「育児について
思うこと」を明記の上、11月22日
（火・必着）までに、〒108－8581　
高輪地区総合支所区民課保健福祉係
「子育てママのほっとひといき講座」
担当へ。　　　　　　�☎5421－7085

11月和菓子教室

栗和風カステラ「浮島」、「うさぎ
饅
まん

頭
じゅう

」を作ります。
悪区内在住・在勤者
葦 11月16・30日（水）午後2時～4時
（2日間出席できる人）
梓白金台いきいきプラザ
芦 10人（申込順）

休日診療  
※受診するときは、あらかじめ電話で診療時間などをお問い合わせください。

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時

モバイルサイトからもご覧いただけます

11
月
3
日（
木
・
祝
）

岡部医院（内） 西麻布2－24－12 3407－0076
国際医療福祉大学三田病院（内・外） 三田1－4－3 3451－8121
航空会館田中歯科（歯） 新橋1－18－1　航空会館6階 3501－8010
久松歯科医院（歯） 麻布十番2－5－2 3408－5500
★山王クリニック（内） 港南2－6－7　大善ビル6階 3471－3014

11
月
6
日（
日
）

虎ノ門とうまクリニック（内） 虎ノ門1－16－6　虎ノ門ラポート3階 5501－4071
北里研究所病院（内・外） 白金5－9－1 3444－6171
ミノル歯科（歯） 西麻布3－7－15 5775－1183
★麻布光輝クリニック（内・小） 西麻布3－3－2 6240－2912

港区休日歯科応急診療所 三田3－13－16　三田43MTビル1階
保健サービスセンター三田分室

3455－4927
（休日のみ）

区の手続きや施設・催し物のご案内は

年中無休　午前7時～午後11時
☎5472-3710

電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ

薬の相談

診療
案内

東京消防庁救急相談センター
（毎日24時間）

「＃7119」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
☎3212－2323（ダイヤル回線の固定電話等）

東京都医療機関案内サービス
「ひまわり」

（毎日24時間）

☎5272－0303
ホームページ  http://www.himawari.metro.tokyo.jp/

電話
相談

小児救急
電話相談

月～金曜（祝日を除く）
午後5時～10時

土･日曜、祝日、年末年始
午前9時～午後5時

「＃8000」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
☎5285－8898（ダイヤル回線の固定電話等）
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港区休日くすり何でもテレホン　対応時間：午前9時～午後2時　※薬局の電話がかかりにくい場合は、☎090－9378－7915
11月3日（木・祝） セントラル薬局 西新橋3－19－11 5402－6611
11月6日（日） 芝口薬局 新橋1－4－3 3571－6809

夜間対応当番薬局（毎日）　対応時間：午後8時～午前8時� ☎090－3690－3102



☎3578–21115

清掃工場個人見学会

悪区内在住・在勤者
葦 11月19日（土）午後1時30分～3時
梓港清掃工場※車での来場はご遠
慮ください。
芦 50人（申込順）
渥電話で、11月17日（木）までに、
港清掃工場へ。　　　�☎5479－5300

（仮称）表参道駅前暫定自転車
駐車場の設置・管理運営事業者
をプロポーザル方式により公募
します

募集要項配布期間　11月1日（火）～
10日（木）午前9時～午後5時（土・日
曜、祝日除く）
募集要項配布場所　赤坂地区総合支
所協働推進課協働推進係
※募集要項は区のホームページから
ダウンロードもできます。
渥直接、12月5日（月）～7日（水）に、
赤坂地区総合支所協働推進課協働推
進係へ。　　　　　　�☎5413－7272

港区新規開業賃料補助金の募集

悪平成22年12月～平成23年11月に、
区内で新しく開業する事業者
募集期間　12月1日（木）～28日（水）
募集枠　11件（応募者多数の場合は
抽選）
補助額　5万円を上限として賃料の3
分の1を1年間補助
渥詳しくは、産業振興課経営相談
担当（区役所3階）で配布する募集要
項または産業振興課ホームページ
http://www.minato-ala.net
をご覧ください。
鯵産業振興課経営相談担当
� ☎内線2560

東日本大震災義援金の受付期間
を延長します

　日本赤十字社の東日本大震災義援
金の受付期間延長に伴い、区での受
付期間を延長します。10月11日現在
の募金額は、6668万6056円です。お
預かりした義援金は、日本赤十字社
を通して被災地へお届けします。引
き続き、皆さんの温かい協力をお願
いします。
受付期間　平成24年3月30日（金）ま
で
受付場所　区役所、各総合支所に募
金箱を設置しています。また、各総
合支所協働推進課で受け付け、領収
書を発行しています。
義援金を直接送付する人
下記の郵便振替をご利用ください。
口座番号　00140－8－507
加入者名　日本赤十字社　東日本大
震災義援金
受付　平成24年3月31日（土）まで
振込手数料は免除です。振込用紙の
半券をもって受領証とします。
鯵保健福祉課福祉活動支援係
� ☎2379～81
日本赤十字社東京都支部赤十字社員
課� ☎5273－6743

区立高齢者集合住宅あき家入居
登録者募集

あき家が発生した際に登録順位に

従って入居となります。
登録期間　平成24年4月1日～平成25
年3月31日
募集住宅　はなみずき三田（三田1丁
目）、ピア白金（白金1丁目）、はなみ
ずき白金（白金3丁目）、フィオーレ
白金（白金3丁目）
人数　単身者8人
主な申し込み資格　①港区に3年以
上居住②65歳以上の単身者③所得が
基準以下④現に住宅を必要としてい
る⑤独立した日常生活を営める等
※詳しくは、「申込みのしおり」をご
覧ください。
「申込みのしおり」配布期間　11月16
日（水）～25日（金）
「申込みのしおり」配布場所　高齢者
支援課（区役所2階）、各総合支所・
台場分室、各いきいきプラザ
渥郵送で、11月28日（月・必着）ま
でに、高輪郵便局へ。
「申込みのしおり」を郵送します
1冊につき200円分の切手を同封し、
住所・氏名・連絡先を明記の上、11
月18日（金・必着）までに、〒104－
8344中央区八重洲2－6－21　港区指
定管理者大成サービス㈱へ。
鯵港区指定管理者大成サービス㈱
� ☎6746－3014
高齢者支援課高齢者施設係
� ☎内線2424

介護保険料の納付書を送ります

11月～平成24年3月までの介護保
険料の納付書を送付します。
悪平成23年6月9日付で納入通知書
を発送した人のうち、普通徴収（納
付書による納付）で納めている人
送付日　11月9日（水）発送予定
※既に平成24年3月までの納付書を
送付している人には、今回は送付し
ません。特別徴収（年金からの天引
き）の人および口座振替の登録をし
ている人には、納付書は送付してい
ません（ただし、保険料が増額になっ
た人には送付する場合があります）。
鯵高齢者支援課介護保険料係
　� ☎内線2891～7

年末調整・確定申告に必要な
「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送付されます 

国民年金保険料は、全額が確定申
告や年末調整の社会保険料控除の対
象です。確定申告等で社会保険料控
除の申告をする際には、納付した国
民年金保険料を証明する書類の添付
が必要です。
　このため、9月30日までに納付し
た国民年金保険料額を証明した控除
証明書「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」が、日本年金機構か
ら11月上旬に送付されます。年末調
整、確定申告の手続きの際には、証
明書に加え、10月1日以降に納付し
た領収書が必要になる場合がありま
すので、大切に保管してください。
　なお、家族の国民年金保険料を納
付した場合には、納付した人が社会
保険料控除として申告できます。
控除証明書専用ダイヤル
☎0570－070－117（IP・PHS電話は
☎6700－1130）※平成24年3月15日
（木）まで
鯵港年金事務所　　� ☎5401－3211
国保年金課国民年金係
� ☎内線2662～6

後期高齢者医療制度加入者に無
料健康相談を実施します

悪後期高齢者医療制度の加入者
葦 11月1日（火）～12月31日（土）※休
診日を除く
梓無料健康相談ポスターを掲示す
る区内の内科・歯科医院、調剤薬局
握内科：血圧測定を主とした健康相
談、歯科：歯に関する衛生相談、薬
局：医薬品等に関する相談
渥内科・歯科医院、調剤薬局の窓
口にある相談券に記入し、被保険者
証を添えて直接申し込みください。
※相談とは別に治療を受ける場合
は、通常の診療費用がかかります。
鯵国保年金課高齢者医療係　
� ☎内線2646、2654～9

東京都大気汚染医療費助成制度

都では、気管支ぜん息等の疾病に
かかっている人に対し、医療費の助
成を行っています。
悪次の全ての要件を満たす人①都
内に引き続き1年（3歳未満の人は6カ
月）以上住所を有する②現在、気管
支ぜん息にかかっている（18歳未満
の人は慢性気管支炎、ぜん息性気管
支炎、肺気しゅも対象）③健康保険
等に加入している④申請日以降喫煙
をしない※申請書類配布等について
詳しくは、お問い合わせください。
鯵保健予防課公害補償担当（保健サ
ービスセンター）� ☎3455－4773

放置自転車リサイクル

葦 11月13日（日）午前10時～10時30
分受け付け、後に購入順位の抽選
梓みなと清掃事務所リサイクル作
業室（元麻布3－9－6）
販売台数　20台程度※港区民優先枠
を設けています。
費用　価格等、詳しくはお問い合わ
せください。
鯵（公社）港区シルバー人材センタ
ー� ☎5232－9681
リサイクル作業室（火～土曜）
� ☎3479－3116

平成24年度港区奨学生の募集

悪次の要件をすべて満たす人①貸
付日の6カ月前から保護者が港区に
住所を有している②経済的理由によ
り進学または修学が困難③都内また
は隣接県内の高等学校、高等専門学
校、専修学校の高等課程、各種学校
の高等課程に進学予定または在学し
ている人、または高校等を卒業後2
年以内で平成24年4月に初めて大学、
短期大学、専修学校の専門課程に進
学予定④東京都育英資金その他、同
種の返還義務のある奨学金を借りて
いない（併願はできますが、両方を
同時に借りることはできません）
貸付金額
高等学校等

国公立 私立
貸付金

（月額） 1万8000円以内 3万5000円以内

大学等
国公立 私立

貸付金
（月額）

自宅
通学

4万5000円
以内

5万4000円
以内

自宅外
通学

5万1000円
以内

6万4000円
以内

芦高校等50人程度、大学等30人程度
募集案内配布場所　庶務課（区役所7

階）、各総合支所、各港区立図書館、
港区内の各中学校・高等学校（公
立・私立）
※教育委員会のホームページ
http://www.city.minato.tokyo.jp/kyoiku
からダウンロードもできます。
渥郵送または直接、11月7日（月）～
12月7日（水）に、〒105－8511　庶務
課庶務係へ。� ☎内線2713

家庭用生ごみ処理機等の購入費
助成

悪次の全ての要件を満たす世帯①
港区内に住所がある②家庭用の生ご
み処理機等を購入し、区内で継続し
て使用する③過去3年以内にこの助
成金の交付を受けていない④購入し
てから3カ月経過していない
対象機種　家庭用生ごみ処理機（デ
ィスポーザー式のものを除く）、コ
ンポスト容器
助成金額　購入金額の2分の1※限度
額2万円（1世帯1台まで）
必要書類　申請書に領収書（原本）ま
たは購入したことが確認できる書類
を添付すること。※レシート不可
鯵清掃リサイクル課ごみ減量推進
係　� ☎3450－8273

外国籍のお子さんの保護者の皆
さんへ～区立小・中学校への入
学希望手続～

　区では、平成24年4月に区立小・
中学校の1年生に入学を希望する、
外国籍のお子さんの事務手続を進め
ています。
悪小学校　平成17年4月2日～平成
18年4月1日に生まれた人
中学校　平成11年4月2日～平成12年
4月1日に生まれた人
手続に必要な書類　お子さんの住
所・氏名・性別・生年月日等が確認
できるもの（外国人登録証をお持ち
の人は持参してください）
鯵学務課学校運営支援係
� ☎内線2726～9

高輪図書館の休館について

11月14日（月）は、消防設備点検の
ため臨時休館します。
鯵図書・文化財課庶務係　
� ☎3437－6621

台場区民センター図書室休館

特別整理のため、11月7・8日
（月・火）は、休館します。
鯵台場区民センター� ☎5500－2355

多言語FM広報｢MINATO　
VOICE｣

インターＦＭ　76.1Mhz
曜日 放送時間 放送言語
月

午前6時26分～29分（3分間）
午後5時56分～59分（3分間）
※再放送

英語
火 日本語
水 中国語
木 英語
金 ハングル

鯵区長室広報係� ☎内線2037

港区の人口　外国人登録人口
平成23年10月1日現在

人口 20万7610人（前月比302人増）
男 9万7039人 女 11万0571人
出生等 223人 死亡等 103人
転入 1637人 転出 1455人

世帯数 11万8718世帯（前月比163世帯増）
外国人登録人口 2万773人（前月比86人増）

男 1万1072人 女 9701人

6ページからつづく



http://www.city.minato.tokyo.jp 平成23年（2011年）11月1日 8

港区は、みどりの保全とごみの減量に努めています。
この広報紙は、古紙を利用した再生紙を使用しています。

文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す

文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す

11
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
）は

11
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
）は

秋
の
自
然
探
し
ゲ
ー
ム

　

果
実
を
つ
け
た
り
、
葉
を
落
と
し

た
り
…
秋
は
植
物
た
ち
に
と
っ
て
と

て
も
忙
し
い
季
節
で
す
。
そ
ん
な
冬

支
度
の
様
子
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
楽
し

み
な
が
ら
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

と
き　

11
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

高
輪
森
の
公
園

定
員　

20
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
し
込
み　

電
話
で
、
11
月
１
日

（
火
）は
午
前
11
時
～
午
後
５
時
、
11

月
２
日（
水
）～
10
日（
木
）は
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
み
な
と
コ
ー
ル
へ
。

�

☎
５
４
７
２
‐
３
７
１
０

カ
マ
キ
リ
の
卵　

救
出
大
作
戦

　

三
田
台
公
園
の
ビ
オ
ト
ー
プ（
生

き
も
の
の
す
み
か
）は
冬
に
草
刈
り

を
行
い
ま
す
。
そ
こ
に
隠
れ
て
い
る

カ
マ
キ
リ
の
卵
が
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
あ
る
か
を
調
べ
な
が
ら
、草
刈

り
前
に
救
出
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

と
き　

12
月
３
日（
土
）午
後
２
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

三
田
台
公
園

定
員　

20
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
し
込
み　

電
話
で
、
11
月
７
日

（
月
）～
21
日（
月
）に
、
み
な
と
コ
ー

ル（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
受
け
付

け
）へ
。

�

☎
５
４
７
２
‐
３
７
１
０

問い合わせ
環
境
課
緑
化
推
進
担
当

�

☎
内
線
２
３
３
１

　

11
月
３
日（
木
・
文
化
の
日
）を
中
心
と
し
た
１
週
間
は｢

文
化
財
保
護

強
調
週
間｣

と
し
て
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
保
護
事
業
が
行
わ
れ
、

東
京
都
で
は｢
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク｣

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
区
が
新
た
に
指
定
し
た
文
化
財
と
、｢

東
京
文
化
財
ウ

イ
ー
ク｣

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク

　
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」に
併
せ

て
東
京
都
が
平
成
10
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
」

は
、
都
内
全
域
で
一
斉
に
文
化
財
を

公
開
し
、
関
連
す
る
企
画
事
業
を
併

せ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度

も
都
内
各
所
で
貴
重
な
文
化
財
の
特

別
公
開
や
各
種
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。
区
内
で
は
公
開
事
業
16
件
と
企

画
事
業
２
件
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
期
間
だ
け
公
開
さ
れ
る
文
化
財
も

都
内
に
は
多
数
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
貴
重
な
文
化
財
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

※�

公
開
日
時
等
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
を
記
し
た｢

特
別
公

開
・
企
画
事
業
ガ
イ
ド｣｢

通
年
公

開
の
文
化
財
ガ
イ
ド｣

の
小
冊
子

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

配
布
場
所　

港
郷
土
資
料
館
・
港
区

立
図
書
館
・
各
総
合
支
所

※�

部
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
配
布

を
終
了
し
ま
す
。

問い合わせ
図
書
・
文
化
財
課
文
化
財
係

�

☎
３
４
５
２
‐
４
９
６
６

主
な
申
込
資
格

　

都
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と（
単

身
者
は
3
年
以
上
）、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
、
所
得
が
定
め
ら
れ
た

基
準
に
該
当
す
る
こ
と
等
。

　

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅

　

家
族
向
・
単
身
者
向（
一
般
募
集

住
宅
）、
定
期
使
用
住
宅（
若
年
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
）、
定
期
使
用
住
宅（
多
子

世
帯
向
）、
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布
期
間

　

11
月
１
日（
火
）～
10
日（
木
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く

申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布
場
所

　

各
総
合
支
所
協
働
推
進
課
、
台
場

分
室
、
港
区
指
定
管
理
者
㈱
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
虎
ノ
門
支
店

申
込
受
付
期
間

　

郵
送
で
、11
月
15
日（
火
・
必
着
）ま

で
に
、専
用
封
筒
に
記
載
の
宛
先
へ
。

抽
選
日
・
抽
選
会
場

　

12
月
26
日（
月
）午
前
９
時
30
分　

都
庁
第
二
本
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル

問い合わせ
港
区
指
定
管
理
者
㈱
東
急
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
虎
ノ
門
支
店

�

☎
５
７
３
３
‐
０
１
２
９

１
月
利
用
分
抽
選
申
し
込
み

対
象　

区
民

申
し
込
み　

専
用
は
が
き
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
11
月
12
日

（
土
・
必
着
）ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
専
用
は
が
き
は
、
各
総
合
支

所
、
各
区
民
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
新

橋
・
赤
坂
支
店
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
で
11
月
18
日（
金
）ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
抽
選
結
果

は
月
末
に
ご
自
宅
に
送
り
ま
す
。

空
き
室
申
し
込
み

対
象　

区
内
在
住
・
在
勤
者

申
し
込
み　

利
用
希
望
日
の
１
カ
月

前
の
同
日
か
ら
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
保
養
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー

で
申
込
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

大
平
台
み
な
と
荘
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
交
換
工
事
の
た
め
、11
月
12
日（
土
）

～
12
月
12
日（
月
）は
休
館
し
ま
す
。

　

休
館
中
は
、
ホ
テ
ル
暖
香
園
の
部

屋
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
者
登
録

　

利
用
申
し
込
み
に
は
利
用
者
登
録

が
必
要
で
す
。
抽
選
申
し
込
み
の
専

用
は
が
き
で
登
録
で
き
ま
す
。

問い合わせ
○
登
録
・
利
用
・
申
し
込
み

（
年
末
年
始
は
休
止
し
ま
す
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー

平
日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
６

時
30
分（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）

�

☎
３
５
０
４
‐
３
５
９
０

区
民
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

午
前
８
時
～
午
後
10
時

�

☎
６
２
６
８
‐
８
２
５
０

区
民
保
養
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

空
き
室
照
会
な
ど

午
前
５
時
～
午
前
０
時

抽
選
空
き
室
申
し
込
み
な
ど

午
前
８
時
～
午
前
０
時

https://hoyo.city.m
inato.

tokyo.jp

○
区
民
保
養
施
設
事
業
に
つ
い

てみ
な
と
コ
ー
ル　
　
　

�

☎
５
４
７
２
‐
３
７
１
０

担
当
課　

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

▲カキノキの葉

◀
シ
ラ
カ
シ
の
ど
ん
ぐ
り

都
営
住
宅（
一　

般

募
集
他

）入
居
者
募
集

緑
と
生
き
も
の

　

     

観
察
会 

緑
と
生
き
も
の

　

     

調
査
会 

緑
と
生
き
も
の

　

     

調
査
会 

区
民
保
養
施
設

区
民
保
養
施
設
利
用
案
内

利
用
案
内

大
平
台
み
な
と
荘・暖
香
園・冬
季
保
養
施
設

大
平
台
み
な
と
荘
へ
の
専
用
直
行
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

問
い
合
わ
せ　

大
平
台
み
な
と
荘

�

☎
０
４
６
０
‐
８
６
‐
１
１
２
２

（
１
７
３
３
―
１
７
９
５
）は
、
西
洋

画
法
に
学
ぶ
等
し
て
、
写
生
に
基
づ

く
新
し
い
絵
画
様
式
を
開
き
、
多
く

の
弟
子
を
教
育
し
、
日
本
画
の
近
代

化
に
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
図
に

は
、｢

天て
ん

明め
い

壬み
ず
の
え
と
ら寅
初し

ょ

秋し
ゅ
う

拝は
い

写し
ゃ｣

の
年
紀

と｢

應お
う

擧き
ょ｣
の
署
名
、｢

應
擧
之
印｣｢

仲ち
ゅ
う

選せ
ん｣

の
二
つ
の
白
文
印
が
あ
り
、

天
明
２（
１
７
８
２
）年
７
月
の
制
作

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

円
山
派
の
祖
で
あ
り
、
写
生
派
と

称
さ
れ
る
応
挙
の
画
風
的
な
特
色
を

示
す
と
と
も
に
、
制
作
時
期
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と
も
貴
重
で
す
。

　

出し
ゅ
っ

山さ
ん

釈し
ゃ

迦か

図ず

と
は
、
肉
体
を
痛
め

つ
け
る
だ
け
の
苦
行
か
ら
は
真
の
悟

り
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
を

知
り
、
失
意
の
う
ち
に
山
を
下
り
る

釈
迦
の
姿
を
描
い
た
図
で
す
。

　

こ
の
図
の
画
家
で
あ
る
円
山
応
挙 【法量】縦143.2㎝　横84.5㎝

芝公園４-９-８　妙定院

有
形
文
化
財［
絵
画
］

円
山
応
挙
筆

｢

絹
本
着
色
出
山
釈
迦
図｣

１
幅

　

久
保
家
文
書
は
、
寛
政
２（
１
７

９
０
）年
か
ら
明
治
６（
１
８
７
３
）

年
ま
で
の
80
年
余
り
に
わ
た
る
１
１

７
通
の
古
文
書
で
、
江
戸
幕
府
旗
本

久
保
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
す
。

　

久
保
家
文
書
は
、
系
譜
等
先
祖
の

由
緒
と
系
図
を
記
す
も
の
と
、
履
歴

や
給
与
明
細
等
を
記
し
た
明
細
短
冊

が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
願
い
書

き
等
の
上
申
書
や
、
勤
務
に
関
す
る

文
書
、
上
司
か
ら
の
進
物
礼
状
や
招

集
を
通
知
す
る
書
状
も
残
さ
れ
て
お

り
、
江
戸
幕
府
の
制
度
の
な
か
で
旗

本
の
日
常
と
勤
務
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
文
書
で
す
。

　

明
治
維
新
の
後
、
経
済
的
な
混
乱

か
ら
、
文
書
を
持
ち
伝
え
た
旗
本
の

家
は
少
な
く
、
そ
の
点
で
も
貴
重
な

史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
形
文
化
財［
古
文
書
］  

「
久
保
家
文
書
」１
１
７
通

個人蔵
（港郷土資料館寄託）

　

丹
羽
幸
太
郎
さ
ん
は
、
高
等
学
校

を
卒
業
後
、
父
憲
治
さ
ん
に
従
っ
て

本
格
的
に
指
物
制
作
の
修
業
を
し
て

い
ま
す
。
幸
太
郎
さ
ん
が
得
意
と
す

る
の
は
箱
物
制
作
で
、
主
と
し
て
こ

の
江
戸
指
物
技
術
を
継
承
し
、
茶
道

具
や
小
仏
像
を
納
め
る
桐
箱
や
刀

剣
・
掛
軸
等
の
美
術
工
芸
品
の
収
納

箱
の
よ
う
な
箱
物
制
作
を
得
意
と
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
港
区
で
唯
一
の
江
戸
指

物
技
術
保
持
者
で
す
。

無
形
文
化
財

［
工
芸
技
術・木
工
芸
指さ

し

物も
の

制
作
］

保持者 丹羽幸太郎
東麻布１

７
４
３
）年
に
、
町
奉
行
よ
り
町
名

主
に
沽
券
図
の
提
出
を
命
じ
ま
し

た
。
本
図
は
、
延
享
元（
１
７
４
４
）

年
３
月
に
作
成
さ
れ
た
麻
布
本
村
町

の
沽
券
図
で
、
前
年
に
提
出
を
命
じ

ら
れ
た
沽
券
図
に
あ
た
り
ま
す
。
町

の
屋
敷
割
や
間
口
・
奥
行
・
坪
数
・

沽
券
金
の
他
、
辻
番
や
火
の
見
の
位

置
、下
水
、
道
幅
等
も
描
い
て
お
り
、

町
の
詳
細
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
本
図
の
裏
打
に
使
用

さ
れ
て
い
た
紙
も
麻
布
本
村
町
の
沽

券
図
で
し
た
。
こ
ち
ら
の
年
代
等
は

不
明
で
す
が
、
表
面
の
沽
券
図
と
記

載
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
か
ら
、
表

面
の
沽
券
図
の
写
し
ま
た
は
下
書
き

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

寛
保
か
ら
延
享
の
沽
券
図
は
、
江

　

沽こ

券け
ん

図ず

は
、
町
の
屋
敷
ご
と
に
間

口
・
奥
行
・
坪
数
・
家
屋
敷
の
金
額

（
沽
券
金
）・
地
主
名
・
家
守
名
を
記

し
た
絵
図
で
す
。
17
世
紀
以
降
、
江

戸
の
町
々
で
は
家
屋
敷
の
売
買
が
活

発
化
し
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
は
江
戸

市
中
の
沽
券
金
の
把
握
の
た
め
、
宝

永
７（
１
７
１
０
）年
と
寛
保
３（
１

有形文化財［古文書］
「麻布本村町沽券図」　２点

港区教育委員会

戸
市
中
全
体
の
約
一
割
程
度
し
か
現

存
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
図
は
江
戸
時

代
中
期
の
麻
布
本
村
町
の
詳
細
を
現

在
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

平
成
23
年
度
港
区
指
定
文
化
財
４
件
が
決
ま
り
ま
し
た


